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＜点 鐘＞ 会長 中田 專太郎 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜四つのテスト＞ 

 

＜本日のビジター＞ 

高山西ロータリークラブ 阪下 六代 様 

 

 

＜会長の時間＞ 会長 中田 專太郎 
 

国際ロータリーの定款・細則には、

正会員は、性別、人種、皮膚の色、

信条、国籍に基づき会員身分を制

約されることはない、ということ

が明文化されております。 

これはロータリークラブがシカ

ゴで創設された 1905 年からある

ものではなく、おそらくロータリ

ーの歴史の中で、後々に出来上がったものだと思いますが、

素晴らしいと思うのは、それが自由の国アメリカではある

けれども、同時に人種差別の激しい国でもあるアメリカで、

そのような明文化がいち早く確立されたということです。 

アメリカ（に限ったことではありませんが）では、有色人

種や特に黒人差別が強く残っております。今でもそのよう

な差別意識がもたらす事件が時々ニュースネタになった

りしますが、かつては激しい差別が存在しておりました。 

例えばＲＣ創立の 35 年ほど後に、アメリカの女性ジャズ

シンガーであるビリーホリデーが、「奇妙な果実」という

歌を発表しましたが、その歌詞に出て来る、「ポプラの木

にぶら下がって風に揺れる奇妙な果実」とは、「リンチで

殺された後、木に吊された黒人のこと」です。 

そんな黒人差別を唄ったビリーホリデーの歌が流れ始め

てから、さらに 20年ほど後（1961年）のこと、世界的に

も有名なジャズドラマーである、今は亡きアートブレイキ

ーが初来日（らいにち）した時のことです。 

日本に着くと到着ホールがやけに騒がしいので、「どこか

のＶＩＰと飛行機が一緒だったのだろうか」と思っていた

ところ、ジャズマンである自分を歓迎して人が集まっての

に大変驚いたそうです。その中の日本人女性が感極まって、

「一緒に写真を撮ってください」と言われたのには、思わ

ず、「with me? 俺と一緒に？」と聞き返したそうです。 

それは、「この俺様と一緒に写真を撮りたいだと！」とい

う意味ではなくて、「なんだって！黒人のこの俺と一緒に

ツーショットの写真を撮るってのかい？まさか！」という

意味であり、ブレイキーはその申し出に本当に驚いたとい

うことです。 

それ以来ブレイキーは親日（しんにち）家となり、幾度と

なく来日するようになりました。 

ちなみに彼の 3 番目の奥さんは日本人であり、10 人いる

子供には Takashi, Akira, Kenjiという息子がいます。 

後々彼は言っております。「俺は世界中に演奏旅行にいっ

ているが、俺のことを真人間として扱ってくれたのは、ア

フリカと日本だけだ」と。 

いずれにしましても、肌の色や人種、性別を問題としない

と言い切っているＲＣという崇高な奉仕団体に属してい

ることを、今更ながらに誇りに思う次第です。 

ご静聴ありがとうございました。 
 
 
＜幹事報告＞ 幹事 谷口 欣也 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

  ・2018-19年度 ガバナーノミニー推薦のご案内 

  ・12月ロータリーレートのお知らせ  

    1＄＝112円 

  ・年末年始休暇のお知らせ 

    12/28～1/5まで 

 

○ロータリーの友事務所より 

  ・報告書 

 

＜ビルメロの会より＞ 

  ・ビルメロ通信 

 

＜はと観光交通（株）より＞ 

  ・代表者変更のご挨拶 

取締役会長 野戸 守 氏 

代表取締役社長 清水 和也 氏 

 

＜会報＞ 

  ・下呂ＲＣ  ・美濃加茂ＲＣ 

◆会長  中田 專太郎   ◆幹事  谷口 欣也   ◆会報委員長 大原 誠  ◆会報担当 永井 信次 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 会長支持率 

本 日 

1154 回 
57 名 56 名 43 名 － 76.79％ 

前々回 

1152 回 
57 名 56 名 41 名 8 名 87.50% 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2017～2018 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「いま結束のとき！目指そう、新たなる境地!!」 

＜出席報告＞ 
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＜年次総会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出席/プログラム委員会＞ 
 委員長 橋本 修 
 

100％出席例会を目指して、日々、

出席の大切さを伝えてきましたが、

本日は「例会出席に心がけているこ

と」と題して 3名の方にスピーチを

お願いしました。よろしくお願いし

ます。 

 
 
 
＜「例会出席に心掛けている事」 
 と題して会員スピーチ＞ 
周 信夫 
「7年連続出席を続けて思う事」 

入会 10年未満で 100％出席を続けて

いるという事でスピーチを依頼され

ました。 

私は入会 8 年目で 7 年連続出席を更

新しています。 

連続出席を続ける秘訣はありません。

当たり前の事を当たり前に続けるだ

けです。子供の頃学校に登校する事に疑問を持つことはな

かったと思います。学校で学ぶ事や、友人との集団行動を

通じて社会生活ができるように慣れる事や、生きていくう

えで必要な知識を身につける場所であると、誰もが感じて

いたからです。 

担任の先生が放課後「明日は 100パーセント出席を目指し

て登校しましょう」とは言いません。ロータリーの例会出

席も同じだと思います。ロータリー活動を通じて得られる

自己成長や沢山の方たちとの友情を得るための価値観が

クラブに有れば例会出席という当たり前の事をこれから

も当たり前に続けられるはずです。 

 

都竹 太志 
「100％出席を続ける」 

高山に帰ってきてからもう少しで

25年になります。帰ってきた当時Ｊ

Ｃに誘われましたが断りました。暫

くしてから、その事をずっと後悔し

ていました。その断って後悔してい

る事にずっとこだわりがありました

ので、それ以来、大概のお誘いを受

けるようにしていました。そして、9年前に足立さんと伊

藤さんが来社され勧誘され、悩みつつも承諾をしました。

体験入会もある事も聞きましたが、体験をする事もなく入

会をし、それ以来 8年連続で出席しているらしいです。 

しかし、これは河上さんと高山ルールに助けられてのもの

で、本当の 100％出席ではないです。ましてや、私の場合、

中味もない出席です。失礼ながら、ご飯を頂いて昼寝をす

る事もしばしばです。だから、ここでこんなスピーチをす

る立場の価値のないのが本当のところです。 

入会して 8年にもなるのに、未だにロータリーや高山中央

ロータリーを理解していません。よく言うように卒業のな

い組織、辞めるか死ぬまで続けられます。私にはＹＥＧ等、

全力で頑張るのを持続させるのは無理です。でも、これで

はいつまでも理解できずに仕舞いかもしれないです。距離 

を置きすぎている感もあるが、今のスタンスでとりあえず

10年過ごしてみようと考えています。剱田さんの言われ

るように、100％出席して、雑誌を適当に読んで、最低限

の事はやり続けてみようと思います。何か見えてくるかも

しれないからです。 

石の上にも 10 年。行方は分からないですが、余り頑張ら

ず続けてみようかな、と思っています。 

 
堀口 裕之 
「例会出席に心がけていること」 

入会 7年目の堀口です。 

私が「例会出席に心がけていること」

は、入会の年に行われたＩＤＭ

(informalDiscussion Meeting）の

おり『キリスト教徒の教会は毎週礼

拝に行くように、ロータリアンが毎

週例会に出席することは、ロータリ

ー精神を理解する上で重要である』と教えて頂いた言葉で

す。 

私は今もなおロータリー精神がどうとか難しいことは一

切わかりませんが、その時に頂いた言葉を忠実に守り例会

に出席することが当たり前のことなるように 7 年間努め

てまいりました。 

連続出席 2年目で途絶え、それからも年に数回欠席するこ

とが続いておりますが、今思うと入会当初教えて頂いたメ

ークアップ(Make-Up)をしておけばよかったと後悔してお

ります。当時、メークアップをしなかった理由の一つとし

て我がクラブへの愛着がありました。入会以後、地区の行

事など参加するようになって友情の輪をクラブからさら

に広げるために、メークアップを活用すべきと感じるよう

になりました。 

今後ともロータリー精神をよく理解するために、例会出席

に努めたいと思います。 

 
 
＜１２月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

該当者なし 

 

＜夫人誕生日＞ 

熊﨑 元康   陽子   １２月 １日 

中田 專太郎  和子   １２月 ９日 

渡辺 修治   珠恵   １２月１４日 

下田 徳彦   尚子   １２月１６日 

津田 久嗣   恵美子  １２月１９日 

大保木 正博  須美代  １２月２３日 

 

＜結婚記念日＞ 

高殿 尚     Ｈ１５年１２月 ６日 
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＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
久しぶりにお邪魔させて頂きます。「ロータリーの友」10
月号で貴クラブの雄姿が掲載されていることを拝見いた
しました。おめでとうございました。 
 高山西ＲＣ 阪下 六代 様 
 
高山西ロータリークラブ 阪下六代様のご来訪を心より
歓迎いたします。 理事役員一同 
 
高山西ロータリークラブ 阪下六代様のご来訪を歓迎い
たします。 剱田 廣喜 
 
ロータリーの友“夏休み親子体験教室開催”記事に写真載
せて頂きました。もっと他にいい写真はなかったのでしょ
うか？ 本日また早退します。度々すいません。 
 小出 貴博 

 

 
先日は、結婚記念日のお花、ありがとうございました。 
 渡辺 甚一 
 
12 月、内田さん、ニコニコ報告頑張ってください。皆さ
ん、固唾をのんで期待しています。 周 信夫 
 
後程お時間を頂いて市の女子職員が五耀会(日舞の発表
会)のご案内をさせてもらいますので聞いてあげてくださ
い。 西倉 良介 
 
先日は妻の誕生日と結婚記念日にお花を頂きありがとう
ございました。また本日は岐阜にて研修があり欠席します。
すいません。 岡﨑 壮男 
 
本日は、欠席の予定でしたが、出席できました。 
 内田 茂 


